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PRESS RELEASE＿2025.9. 29

株式会社リクルートホールディングスが運営するBUGでは、2025年10月29日(水)より、第2回BUG Art Award*でグランプリを受賞した矢野憩啓

による個展「フルーツバスケット」を開催します。矢野は、身近なモチーフやセルフポートレートを描きます。その制作過程で見つけた単語を集めて

構成した単語帳と絵を組み合わせた「see-through」で、第2回BUG Art Awardのグランプリを受賞しました。審査員からは、現場で思考を重ね

ながら展示構成を柔軟に調整する力や、BUGの空間における作品の見せ方の工夫が評価されました。

矢野は、街で見かけたフルーツ、切り開いたパンツ、職場から見える海など、日常の中で気になったものや出来事をモチーフに、アクリル絵具、クレヨン、

オイルパステル、デジタルソフトなどさまざまな素材を用いて絵画を制作してきました。近年は、自身の身体や男性性といった個人的なテーマも

取り入れながら、絵画と単語帳を組み合わせたインスタレーションを展開しています。

単語帳に使われている言葉には、日常の中で意識的に集めたものもあれば、偶然出会ったものもあります。それぞれの単語には、矢野自身の解釈

による意味が記されており、作品を鑑賞する際の手がかりとなります。

本展では、会場全体を使い、絵画と単語の関係性を探る新作を展開します。グランプリ受賞から約1年、準備を重ねてきた矢野の個展をぜひ

ご覧ください。

第2回目となるBUG Ar t  Award  グランプ リ受賞者個展 が、

10月29日（水）より開催！

矢野憩啓「フルーツバスケット」

会期 :2025年10月29日（水）〜 11月30日（日）　11:00-19:00 火曜休館、11月9日（日）は臨時休館

* BUG Art Awardは、制作活動年数10年以下のアーティストを対象にしたアワードです。審査員からのフィードバックの提供や、展示・設営に関する相談会の開催な
どのサポートを行い、審査過程においてもアーティストの成長に関与していきます。
リンク（https://bug.art/award/） 
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本展 の タイトル「フル ーツバ スケ ッ ト」は 、矢 野が幼少期 に 遊 んだ椅 子取り ゲームに由来して いま す。この ゲームで は 、鬼 が「青 色の靴下

を履いてい る人」な ど自由な お題を出し、その条 件に当てはまる人 たちが席を立って 移動します。鬼の主観 に よってその場でグル ープが

作ら れるのが特徴で す。

矢 野は、このゲームのル ールに、自身の制作と 通じ る5つの要素を見出しています。

1、言葉に よってグル ープを 作れること。

2、グル ープは言葉に よって集まり方が 変わ ること。

3、言葉の内容は変化すること。

4、作ら れたグル ープに自分が当てはまるか を考えてみ ること。

5、当てはまった かは他人に 知らせる必要は ないこと。

たと えば鬼に「あなたの靴下は青色で す」と言われても、人に よっては自分の靴下を水色だと捉 えていて、青色かどうかの判断は異なる

場 合があります。このよう に 、同じ言葉 で も人それぞれ受け取り方が異 なり、意味 が少しずつ 変わ って いく— — そ の 構 造に 、矢 野 は自身

の制作との共通 点を感じています。

1. 展覧会名に込められた意味

矢野はこれまで、個人的な悩みや身近な出来事を題材に、内省的な視点から作品を制作してきました。しかし近作では、「自分の身体」や

「男性性」など、以前から関心を抱いていたテーマについて学びを深める中で、そのまなざしは次第に“外”、すなわち社会へと向かいつつあります。

本展の準備に おける打ち合わせ や 会期中のトークイベントなどを通じて、矢 野は自身が関心を寄せるテーマへの理解を深め るとともに、

社会的な視点を作品に意識的に取り入れようとしています。これは、自身の作品と社会との接点を探る、新たな試みでもあります。

ま た 今 回 は 、普段 は 閉 じ ら れて い る B U G と カ フェを つなぐ 扉 を 開 放 し、空間 に 新 た な 動 線 を 生み 出 しま す。さ ら に 展 示 空間の 外 側 で

あ る カフェの 壁にも作品を展示 。会 場には、向こう 側がぼ ん やりと 透け て見 えるカ ーテン やスロープを設 置する こ とで空間がゆ るやかに

仕切られるなど、「内と外」の意識は作品に対する姿勢だけではなく、会場構成にも表れています。

BUG Ar t Awardの機会を通して挑戦し続ける矢野の展示を、ぜひご覧ください。

2. グランプリ個展での挑戦

会期中、出展アーティストとゲストによるトークイベントを開催します。

※開催時間や参加方法などの詳細はイベントページに随時更新します。

▶11月8日（土）19時〜20時30分

ゲスト：小林美香さん（ライター・講師）

写真、アート、ジェンダーに関連する文筆活動やレクチャー、ワークショップを企画されている小林美香さんをお招きし、広告や街に現れる

表象が私たちに与える影響について、本展 展示作品に触れながら、多角的な視点からお話しいただく予定です。

▶11月29日（土）19時〜20時30分

ゲスト：西田祥子さん（京都芸術センター プログラムディレクター）

アー ティス ト・イ ン・レ ジ デ ンス（ A I R ）と は 、アー ティス トが 特 定の 場 所 で 一定 期 間 を 過 ご し、創 作 活 動 を 行 うた め の 制 度 で す。今 回の

イベントでは、AIRの探し方や参加方法、種類など、基 本的な情報から具体的な事例までを交えてお話しする予定です。

3. 会期中トークイベントを開催

展覧会について
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作品画像

2000年千葉県生まれ。2023年に多摩美術大学絵画学科油画専攻を卒業。

自身と関わりのあるモチーフや無関係なモチーフを題材に絵を描く。また、それらを表す“言葉”との

関係性や構造にも関心を持ち、「単語帳」というテキスト形式で表現している。

主な展覧会に、二人展「風の裏側」（Ar t Center Ongoing、2024年）、個展「GREEN SCREEN」

（Penguin’s House Green、2023年）、グループ展「Ongoing祭りーArt Fair Ongoing-」（Art 

Center Ongoing、2023年）、個展「Luminous」（多摩美術大学、2022年）など。

受賞歴として、令和四年度 多摩美 術大学 卒業・修了制作展 優秀賞（2023年）、第2回BU G A r t 

Award グランプリ（2024年）。

https://www.instagram.com/yano_yasutaka/

矢野憩啓 / Yasutaka YANO

アーティストプロフィール

第2回BUG Ar t Award ファイナリスト展
「see -through」展示風景 2024年　撮 影：西野正将

第2回BUG Ar t Award ファイナリスト展
「see -through」展示風景（単語帳） 2024年　撮 影：西野正将 

《Underpants(Where Are We Going?)》

2024年

《Muscat of  A lexandr ia》
2024年
 

《Grapefru it》
2024年



お問い合わせ先:株式会社リクルートホールディングス リクルートアートセンター 　広報担当
Mai l  :  info.bug@r.recru it .co.jp
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第2回BUG Ar t Awardグランプリ受賞者個展

矢野憩啓「フルーツバスケット」

会期：2025年10月29日（水）〜 11月30日（日）　

時間：11:00-19:00 

休館日：火曜、11月9日（日）は臨時休館

入場料：無料

主催：BUG

■展覧会概要

交通アクセス 
JR東京駅八重洲南口直結 
東京メトロ京橋駅8番出口から徒歩5分 
東京メトロ銀座一丁目駅1番出口から徒歩7分 
※BUGには専用駐車場はありません。ご来館時には公共交通機関をご利用ください。 

＜施設情報＞
・BUGはオフィスビル1階にあり、入り口から段差なくアクセスできます。
　カフェの奥に広がる空間がBUGです。 
・授乳室は設置しておりません。 
・多目的トイレはビル内の同フロアに１つあります。
　（おむつ交換台、ベビーチェア、オスメイト設置）
・トイレは地下1階（八重洲地下街）に複数あります。
　エレベーターまたはエスカレーターが利用できます。
・BUGには専用駐車場はありません。ご来館には公共交通機関をご利用ください。
 
※BUGでは様々な事情を持つ皆様をお迎えできるよう、スタッフが可能な範囲でサポートや情報提供に努めています。

BUG 

〒100-6601 東京都千代田区丸の内1-9-2 グラントウキョウサウスタワー1F 

Gran Tokyo SOUTH TOWER 1F, 1-9-2, Marunouchi, Chiyoda-ku, Tokyo 
 


